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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
博
私
は
、
市
優
君
凝
以
来
、
「
う
る
お
い
と
生
き
が
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
標
と
し
て
市
政
進
展
の
た
め
努
力
し
て
ま
い
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
し
た
が
、
平
成
三
準
を
さ
ら
な
る
飛
躍
の
年
と
す
べ
く
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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新
た
な
〒
ズ
を
窪
馨
幾
の
も
・
萎
種
を
生
か
し
た
程
雰
な
魅
力
あ
る
琴
薯
が
葱

◎　　
　
の
三
襖
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
幸
い
、
新
産
業
都
市
建
設
促
進
法
お
よ
び
財
政
特
例
法
も
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し

　
　
　
え
　
　
　
は
、
本
市
の
発
展
と
地
域
活
性
化
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
課
題
で
す
。
さ
ら
に
、
二
十
一
世
紀
を
担
う
「
人
づ
く
り
」
、
高
齢

　
　
　
迎
　
化
対
策
を
含
め
た
福
祉
問
題
に
も
取
り
組
霜
ぱ
な
り
喜
ん
・
出
置
「
第
三
盗
合
計
画
」
を
策
定
中
で
す
餐
あ
る
べ
き
禺

　　　

齒
d
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・
様
と
と
塵
重
奏
・
あ
ゆ
ん
で
ま
い
・
た
い
と
思
い
蓬

　
　
　
周
．
　
　
．
△
Z
拝
は
、
市
制
晒
首
四
十
周
年
に
あ
た
る
記
念
ず
べ
き
年
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
歴
史
を
振
り
返
り
、
市
政
発
展
に
尽
く

、
・
糊
さ
・
た
莞
輩
・
ご
努
雲
霧
未
番
は
ば
・
・
新
・
・
禺
市
づ
く
り
・
ま
い
進
・
た
い
と
思
い
奄

　
　
　
市
．
市
民
の
皆
様
の
蒼
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
新
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年
の
ご
あ
い
さ
っ
と
い
た
し
ま
す
。

「

．・

D
遂

2

．

～

離
ド
　
　
　
　
ゴ
　

〆
ト

　
　
　
r

6

亀
　
．

／
㌧

鰭1難驚霧畿鰹霧
　
市
民
の
み
な
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
．
み
な
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
繁
栄
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

．
・
顧
み
ま
す
と
、
わ
が
日
向
市
は
、
昭
和
一
一
十
六
年
四
月
市
制
施
行
し
て
以
来
、
本
年
を
も
っ
て
四
十
年
を
迎
え
ま
し
た
。
市
勢
の
伸

長
も
ゆ
っ
く
り
で
あ
り
ま
す
が
、
人
ロ
六
万
人
を
目
前
に
し
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
市
民
の
み
な
さ
ま
一
人
一
人
の
愛
郷
精
神
の
旺
盛
‘

．
さ
と
行
政
運
営
の
よ
ろ
し
き
を
得
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
一
一
十
一
世
紀
ま
で
十
年
置
高
齢
化
、
国
際
化
、
高
度
構
報
化
社
会
へ
の
重
要
問
題
が
山
積
し
て
い
る
な
か
、
更
に

市
民
の
み
な
さ
ま
の
福
祉
の
増
進
を
図
り
、
生
活
の
安
定
を
図
る
こ
と
は
、
行
政
当
局
と
と
も
に
、
わ
れ
わ
れ
議
会
に
課
せ
ら
れ
た
翼

　
　
　
　
　
　
　
．
常
、
罫
魏
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
毒
蚤
惚
平
成
三
年
三
焦
攣
・
年
間
の
日
向
市
の
黍
を
展
望
す
る
総
合
譜
の
策
定
の
年
で
あ
り
警
。
生
活
撰
の
醤
、
警
・
福

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
祉
の
向
上
、
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
振
輿
等
々
の
施
策
の
遂
行
、
そ
し
て
豪
九
鰯
自
動
學
道
・
日
豊
本
線
の
高
速
化
に
代
表
さ
れ
る
高
逮
交

　
　
　
　
　
　
　
　
．
郎
，
き
遁
網
の
整
備
、
そ
の
実
蜆
へ
団
け
て
の
年
で
あ
ろ
う
と
存
じ
ま
す
。
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市
県
民
税
の
申
告

正
し
く
お
早
め
に
7
●

　
平
成
一
．
］
年
度
の
市
県
民
税
の
申
告

は
、
二
月
五
日
か
ら
受
付
を
始
め
ま

す
。
期
限
は
．
二
月
十
五
日
目
で
。

　
こ
の
申
告
は
同
税
は
も
ち
ろ
ん
、

国
民
健
康
保
険
税
を
賦
課
す
る
と
き

の
基
礎
と
な
る
た
い
せ
つ
な
も
の
で
、

毎
年
申
告
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
怠
る
と
所
得
．
証
明
書

の
発
行
、
児
童
手
当
の
判
定
な
ど
が

で
き
ず
、
た
い
へ
ん
不
利
に
な
り
ま

す
の
で
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
．

　
申
告
し
な
け
れ
ば

　
　
　
　
　
な
ら
な
い
人

　
平
成
．
．
一
年
一
月
　
日
現
在
、
住
民

登
録
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
内

に
住
ん
で
い
る
人
で
、
事
業
所
得
（
営

業
・
農
業
・
こ
の
ほ
か
の
事
・
業
）
や

給
与
所
得
〔
賃
金
な
ど
）
、
公
的
年
金

轟
磯、

2
月
5
日
目
ら
3
月
1
5
日
ま
で

な
ど
の
所
得
、
資
産
所
得
（
利
子
・

配
当
・
不
動
産
）
1
　
な
ど
の
所
得

が
あ
っ
た
人
で
す
．
、

　
た
だ
し
、
勤
務
先
な
ど
か
ら
給
与

支
払
報
告
書
が
市
に
提
出
さ
れ
た
入

や
平
成
二
年
分
の
確
定
申
告
書
を
税

務
署
へ
提
出
す
る
人
は
申
告
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
つ
ぎ
に
該
当
す

る
人
は
必
ず
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

▼
給
与
所
得
以
．
外
に
所
得
が
あ
っ
た

人
▼
給
与
所
得
の
人
で
も
、
医
療
費
控

除
や
駅
穴
害
、
次
一
難
な
ど
の
稚
損
控
除

を
受
け
よ
う
と
す
る
入

　
不
動
産
所
得
や
事
業
所
得
な
ど
の

あ
る
人
は
帳
簿
や
必
要
書
類
を
整
理

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
．
．

移
動
相
談
を

　
　
　
ご
利
用
下
さ
い

　
移
動
申
告
相
談
は
別
表
の
と
お
り

行
い
ま
す
．
、
該
当
す
る
日
時
に
相
談

を
受
け
、
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
．
、
指
定
日
に
申
告
で
き
な
い
人

は
申
告
期
限
内
（
執
務
時
間
中
）
に

市
税
務
課
で
受
け
付
け
ま
す
が
（
最

終
三
日
間
は
市
中
央
公
民
館
）
、
締

め
切
り
間
際
は
た
い
へ
ん
混
稚
し
ま

す
。
早
め
に
済
ま
せ
る
よ
う
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
西
川
内
地
区
の
か
た
は
公

民
館
工
事
の
た
め
、
　
「
鈴
」
小
ト
キ
エ

さ
ん
宅
」
で
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

　
ご
存
じ
で
す
か

　
税
金
を
計
算
す
る
際
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
控
除
が
あ
り
ま
す
。
申
告
会

場
で
は
忘
れ
ず
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
．

□
老
年
・
者
控
除
：
・
申
止
口
者
本
人
が
満

六
十
五
歳
以
上
の
場
合
。

□
寡
婦
（
夫
）
控
除
…
夫
（
妻
）
と
死
別

ま
た
は
離
婚
し
た
か
た
．
．

［
障
正
午
控
除
…
申
告
者
本
人
ま
た

は
扶
養
家
族
が
障
害
者
に
該
当
す
る

場
合
。

□
勤
労
二
戸
生
控
除
・
：
働
き
な
が
ら
μ
ヂ

校
へ
通
つ
謬
．
．
、
い
る
場
合
．
、

　
こ
の
他
に
も
控
除
が
あ
り
ま
す
の

で
、
く
わ
し
く
は
市
税
務
課
市
民
税

係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
．
、

【
相
談
日
に
必
要
な
書
類
一

▽
申
告
書
と
印
鑑
▽
所
得
の
計
算
に

必
要
な
書
類
（
会
計
帳
簿
、
給
与
支

払
明
細
書
、
年
金
な
ど
の
支
払
証
明

圭
目
な
ど
）
▽
医
療
～
費
∵
眠
火
害
・
盗
難

損
失
な
ど
の
証
明
書
、
領
収
書
お
よ

び
関
係
書
類
▽
国
民
健
康
保
険
税
、

国
民
年
金
保
険
料
の
証
明
書
▽
　
般

の
生
命
保
険
料
、
個
入
年
金
保
険
料

の
支
払
い
証
明
書
▽
そ
の
ほ
か
収
入

や
経
費
に
関
係
の
あ
る
書
類

，

OんC51δ↓税務署Cd

所得税の確定申告

は、2月16日から

始まりま魂

　
．
平
成
．
．
書
分
の
所
得
税
の
確
冴
叱
申

告
は
一
．
月
十
六
日
か
ら
受
付
が
始
ま

り
ま
す
．
、
期
限
は
一
．
　
月
華
五
日
ま
で
。

　
延
岡
税
務
署
で
は
、
申
告
用
紙
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
と
も
に
．
相
談
案

内
日
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
．
申

獣讐　　　　　　　シ

告
書
が
送
っ
て
き
た
人
は
、
書
類
に

目
を
通
し
、
必
ず
指
定
さ
れ
た
日
に

申
告
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
．
．

　
日
向
市
で
は
、
二
月
－
「
八
日
か
ら

．
一
十
日
ま
で
の
三
日
間
中
央
公
民
館

で
受
付
し
ま
す
。

　
奥
様
の
パ
ー
ト
と
税
金

　
パ
ー
ト
収
入
は
、
通
常
、
給
与
所

得
に
な
り
ま
す
が
、
年
収
が
百
万
円

（
月
平
均
八
万
．
．
．
干
円
）
ま
で
な
ら

配
偶
者
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
し
、

所
得
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
．
、

　
ま
た
、
パ
ー
ト
に
よ
る
年
収
が
百

万
円
を
超
え
て
も
、
．
白
．
．
．
十
．
五
万
円

未
満
で
あ
れ
ば
、
　
．
｛
疋
の
要
件
の
下

に
、
配
偶
者
特
別
控
除
が
受
け
ら
れ

ま
す
．
、

　
な
お
、
内
職
や
保
険
外
交
等
に
よ

る
収
入
に
つ
い
て
は
、
堆
所
得
又
は

事
業
所
得
と
し
て
計
算
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
所
得
に
つ

い
て
も
必
要
経
費
の
最
低
保
証
額
（
六

卜
五
万
円
）
の
特
例
が
受
け
ら
れ
ま

す
の
で
、
年
収
百
万
円
ま
で
は
左
表

と
同
じ
取
り
扱
い
に
な
り
ま
す
。

　
財
産
を
も
ら
っ
た
ら
…

　
贈
与
税
は
、
個
人
か
ら
財
産
を
も

ら
っ
た
と
き
に
．
も
ら
っ
た
人
に
か

か
る
税
金
で
す
．
、

　
贈
与
税
が
か
か
る
の
は
．
　
　
年
間

に
贈
与
を
受
け
た
財
産
．
の
価
額
が
六

十
万
回
目
超
え
る
場
合
で
、
申
告
と

納
税
は
贈
与
を
受
け
た
年
の
翌
年
二

月
　
日
か
ら
∵
．
月
卜
．
五
日
ま
で
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
『
あ
る
時
払
い
の
催
促
な
し
』

と
い
う
親
子
間
の
借
金
や
、
将
来
返

せ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
返
す
と
い
う

『
出
世
払
い
』
の
借
金
な
ど
も
贈
与

さ
れ
た
も
の
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま

す
の
で
、
ご
注
．
意
を
。

温
．
げ

。
．
9，

写

譲
渡
所
得
の
長
期

　
短
期
の
区
分
は
？

　
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
と
き
の
利

益
を
譲
渡
所
得
と
い
い
、
こ
の
譲
渡

所
得
に
も
税
金
が
か
か
り
ま
す
．

　
譲
渡
所
得
は
、
譲
渡
し
た
土
地
や

建
物
を
い
っ
か
ら
所
有
し
て
い
た
か

に
よ
っ
て
、
長
期
と
短
期
の
所
得
に

分
け
ら
れ
ま
す
。
譲
渡
し
た
年
の
．

月
　
目
に
お
い
て
、
所
有
期
間
が
五
．

年
を
超
え
る
土
地
や
建
物
を
売
っ
た

場
合
が
長
期
譲
渡
所
得
、
五
年
以
下

の
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
場
合
が
短

期
譲
渡
所
得
に
な
り
ま
す
。

　
昨
今
、
地
価
の
高
騰
や
地
ヒ
げ
屋

に
よ
る
脱
税
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
新

聞
や
テ
レ
ビ
等
で
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
残
念
な
が
ら
、
一
部
に
は
収

入
金
額
を
ご
ま
か
す
な
ど
、
悪
質
な

脱
税
者
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
人
に
対
し
て
は
、
徹
底
し
た

調
査
を
行
い
、
本
税
の
ほ
か
に
も
重

加
算
税
を
追
徴
し
て
い
ま
す
、
そ
の

結
果
、
多
額
の
余
分
な
税
金
を
納
め

る
こ
と
に
な
る
ほ
か
、
社
会
的
信
用

を
も
失
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。　
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
価
額
、
そ

れ
を
買
っ
た
と
き
の
価
額
な
ど
は
正

し
く
申
告
し
、
納
税
し
ま
し
ょ
う
。

控
除
対
象
配
偶
者
で

　
な
く
て
も
O
K
！

　
－
．
配
偶
者
特
別
控
除
－
－

　
配
偶
者
の
内
助
の
功
を
考
慮
し
て

創
設
さ
れ
た
配
偶
者
特
別
控
除
。
専

業
主
婦
以
外
で
も
控
除
の
対
象
に
な

れ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　
パ
ー
ト
収
入
が
百
万
円
を
超
え
た

り
、
不
動
産
所
得
な
ど
が
あ
っ
て
配

偶
者
控
除
の
対
象
に
な
れ
な
か
っ
た

か
た
で
も
、
そ
の
年
の
合
計
所
得
金

額
が
七
十
万
円
（
給
与
収
入
だ
け
の

場
合
に
は
給
与
収
入
百
三
十
五
万
円
）

未
満
の
か
た
は
、
配
偶
者
特
別
控
除

の
対
象
に
な
れ
ま
す
．
．
　
（
た
だ
し
、

夫
の
合
計
所
得
金
額
が
一
千
万
円
以

下
の
場
合
に
限
り
ま
す
。
）

に身自分自

住民税が所得税が

夫の所得
から配偶者
特別控除が

得
者
が

所
偶
　
配
除

の
ら
夫
か
控

ト
収年

パ
の

　　　　　1
カ」カ’らない1カ・カ・らな’い

　　　　　十

かからない　　かかる

受けられる

トー　千
！かからない　　かかる

　　　　　1←　　　　　 一一．　　一一
2かかるiかかる

受けられる

かかる

99万円以下

受けD竺塁けられる1かからr

塾竺摩拠斗．一かかる

受けられない1受けられない1　かかる

99万円超

100万円以下

100万円超

135万円未満

135万円以上

広報応和が

移動申告相談日程十

一　日 嘔 時　　　聞 場　　所 地　　区　　名

9　＝30－15＝30 下原町公民館
原町渦鳳新生町滴砂面　　　　　o

2／5 火
9：00－15：30 市　　役　　所 中町、南町

6
水

9：30～15：30 堀一方公民館
浜町、伊勢ケ浜、中堀町．
ｽ野町、山手町．堀一方、
ｽ　野、深　溝

9：00～15＝30 市　　役　　所 都　町

7 木

9：30～15：30 曽根公民館
曽根町、塩田、塩田団地、
ﾃ　田

9＝OD－15：30 市　　役　　所 上　町

9：30－12：00 細島公民館 清正．吉野川、地蔵

8 金 9　：00－15＝30 市　　役　　所 本　町

13；30～15：30 櫛の山集会場 公園通．描の山団地

9：30－15：30 江良公民館 江良町、永江町．永江
12 火

9：00－15：30 市　役　所 北　町

13
水 9＝30－15：30 富島漁協

庄手向、八幡．伊勢、八坂
{の上、高旧殻

14
木 9　：30～玉5：30 美々津公民館

別府、駅通り、立縫．新町
ﾎ油、余瀬

15
金 9：30－15：30 切島2区公民熔 切島山1区、2区

9：30～12：00 永田公民館 永　田
18 月

13130～15：30 田の原公民館 田の原

9：30～12；00 鈴木トキエ宅 西川内
19 火

13：30～15＝30 本谷公民館 本　谷

20
水 9：30～15；30 奥野公民館 奥　野

21
木 9：30～15＝30 甫日向公民館 笹野東、中、酉、金ケ浜、本宮

22
金 9：30－15＝30 高松公民館 高松、宮の下、落鹿

25 月 9：30～15：30 比良公民館 比良、川路団地

26 火 9：30－15：30

日向市勤労
ﾂ少年ホーム
i市役所南側）

中原、広見、東草場、西草場

lｩ橋通り．春原．春原町
ﾔケ丘、日向台

27

水 9　：30～15＝30
日向市勤労
ﾂ少年ホーム

所得税確定相談
i市役所受付分のみ）

28
木 9：30－15：30 松原公民館 松原、沖町

3／1

9：30－12：00 梶木公民舘 梶木、梶木町
金
13：30～15：30 二手公民館 庄手、大王谷、大王町

4
9：30～12：00 秋山公民館 秋　留

月

13：30－15：30 美砂公民館 美砂．曙

9；30－12：00 亀崎東公民館 亀崎東、中．南、向江町
5
火

13＝30－15：30 日浦公民館 畑　浦
6
水 9：30～15：30 往還公民館 往還．往還町

7
木 9：30一工5：30 往還公民館 山下、山下町、長江団地

9：30－12：00 籾木公民館 糎　木
8
金
13：30－15：30 鵜毛公民館 鵜　毛

9：30－12：00 農村婦人の家 中　村
11 月

13：30－15：30

新党市会館 新財市、権現原、島の巣．
逑血禔@　．・

12
火 9：30－15＝30 日　向漁脇 遠見、幸脇、飯谷

13

水 9＝30～15：30

14
木 9＝30～15：30 中央公民飽

上記日までに申告できなか
ﾁた人

ﾖ肖期剛は、市投所での受
tはいたしません。

15
金 9：30－15：30

税務暑に申告書を提出される方は市県民税の申告書を提出†る必要はありません。

5



　郭－「

童

へ
な、
し
し

U
’
・
隷
馬

曽根藤永浩二さん

サンゴ蒸し

尋
一
昼
1
5 　

焚
達
か
ら
、
　
「
バ
イ
ク
の
免
耐
を

取
一
・
．
て
　
緒
に
ツ
ー
リ
ン
グ
に
行
か

な
い
か
．
　
．
」
と
誘
わ
れ
て
、
六
年

前
に
免
詐
を
取
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ

ま
で
は
．
自
動
車
に
乗
る
か
ら
バ
イ

ク
の
免
詐
は
別
に
必
要
な
い
と
思
っ

て
た
ん
で
す
け
ど
ね
．
そ
れ
が
今
で

は
、
ツ
ー
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
『
ド
ラ
ゴ

ン
ボ
ー
ル
』
〔
メ
ン
バ
ー
六
八
）
の

リ
ー
ダ
ー
を
し
て
い
ま
す
が
、
川
俣
た

ち
の
ク
ラ
ブ
は
暴
走
運
転
は
絶
対
に

し
ま
せ
ん
．
．
日
向
セ
フ
テ
ィ
ー
ク
ラ

ブ
の
一
ロ
貝
と
し
て
、
h
父
通
安
全
の
行

事
や
競
技
会
に
も
出
て
い
ま
す

　
ツ
ー
リ
ン
グ
に
は
年
間
卜
山
程
出

か
け
て
い
ま
す
が
、
シ
ー
ズ
ン
の
時

に
は
月
に
．
∴
回
位
行
き
ま
す
ね
。

　
毎
年
十
月
に
、
県
主
催
の
「
九
州

山
脈
バ
イ
ク
ツ
ー
リ
ン
グ
大
会
」
と

い
う
の
が
あ
る
ん
で
す
が
、
僕
は
第

　
　
　
亭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ

　
ゴ
、
な
　
　
る
ク
す
気

　
ヵ
㌦
す
　
弥
ン
ま

．
一
回
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
．
．
こ
の

と
き
に
は
、
た
だ
参
加
し
た
と
い
う

だ
け
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
参
．
加
．
一
回

目
〔
　
昨
年
）
に
．
た
だ
走
る
だ
け

で
は
お
も
し
ろ
く
な
い
の
で
、
仮
面

ノ
リ
ダ
ー
の
格
好
を
し
て
走
っ
た
と

こ
ろ
大
変
ウ
ケ
ま
し
た
の
で
、
去
年

は
も
っ
と
ウ
ケ
よ
う
と
ヒ
の
ナ
真
の

よ
う
な
鎧
・
甲
姿
で
参
加
し
た
ら
、

こ
れ
が
ば
か
う
け
し
ま
し
て
ね
。
休

憩
所
で
は
一
緒
に
写
真
に
写
一
・
．
〃
、
く

れ
と
せ
が
ま
れ
た
り
．
走
「
．
て
い
る

と
沿
道
の
入
達
か
ら
振
り
向
か
れ
た

り
と
、
大
モ
テ
で
し
た
．
．
こ
れ
も
製

作
協
力
し
て
く
れ
た
麦
の
お
陰
で
す
．
、

　
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
の
会
員
募
集

あ
な
た
も
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
ド
ラ
ゴ
ン

ボ
ー
ル
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
描
い
て

走
り
ま
せ
ん
か
．
、
連
絡
は
〔
倉
五
．
丁

三
四
七
几
藤
永
木
臥
所
〕
ま
で
。

辱
l
O
－
學

　
　
【

㌧ノ

（
粂
”
．
じ
、

め
餐
傷
あ
泥
か
メ
一
＝
1
⑳

高砂町

荒木恵美子さん“
　
7

鷺

．1ヘワ，』．

　弘け〔〕．

　　h．尿

　　m〔．

L力．ソ．ノ

たさし．1

　　少ll

．トさし．1

材料
畠挽肉

しkうわ．

b　　き

し．ら4、

「1．栗彰ナ

食　　1

し↓うゆ

　塩

　酒

ド

、
’

　
㌦
．
、

、

　
、

「「ヌ．
、

〆

り
一
．
4
1
0
1
0
1
り
一
重

　このメニニー．・は、知り合いに教わったんてす7

出来．ヒがりがとてもかわいいので、誕生日やひ

祭りなとのときに作ってあげると子供が喜びま寸

　く下ごしらえ〉

もち米・・…・洗ってボールに入れたら、米がかぶ

　　　　　くらいの水と少垣の食紅〔水がピン

　　　　　になる程度）を加えて浸しておきま

　　　　　約1時間たったらザルに．しげて、水

　　　　　を切っておきます

ね　ぎ……みじんぎりにします。

　《作り方》

i①　ボールで鶏挽肉、しょうが汁、ねぎのみじん

ぎり、片栗粉、しょうゆ、塩、酒をねばりが出る

まで．よく混ぜ合わせ、20個のおだんごを作ってお

きます；

②　①に、ドごしらえを済ませたもち米をまぶし、

蒸し器に入れ、火にかけます．、

③沸騰したら、ホタ’レ火にして10～15分’した

ら出来ヒがりです．

こ
の
ベ
ー
ジ
は
、
み
な
さ
ん
が
っ
く
る
ペ
ー
ジ
で
す
．
あ
な
た
の
身
近

な
か
た
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

一一一
ゆ一v●■■ロ■■隔

還6
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義
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丁
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ア
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眠こ
ミ
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二

で
冒
’
、

「
バ
．
二

τ
た
ヂ

‘
，
．

．ξ

＾外毎㌦、奪

、

（
原
町
）

繁
村
貞
治
・
ソ
イ
子
さ
ん
の

長
男
・
太
輔
く
ん
谷
歳
1
1
か
月
）

O

一鳳！｝■■一一
ゆ

あ
ん
旧
く
く
ん

同
園
圖
ヒ
⑳

、、，昌 Dの」山月ノ、ユ景f之π’

［二・幡に遊ひに；t　。
私ガンダー持って7弓ヨ

お
マ
ん
げ
ち
鳶

（
浜
町
）

黒
木
勇
・
清
子
さ
ん
の

長
女
・
唯
ち
ゃ
ん
（
3
歳
－
か
ε

　
　
　
ら
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款
隔
蚕
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冒　
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奪
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▲「1こけう8」

正念寺保育園

日高真幸くん（6歳）

「スリーターあ亡σ」レ

正念寺保育園

中田睦美ちゃん（6歳）

「
　
．
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ぼ
、
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』
ヨ
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7
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．
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干
ご
　

一
．
チ
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ろ
　
　
リ
、
．
・

ρ
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●
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一
α

ス
ノ
ー
ド
ル
フ
ィ
ン

　
日
向
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

階

●5．r

可「

1

野
⑰

「
広
報
ひ
ゆ
う
が
」
に
載
っ
た
写
真
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

遼
絡
先
市
企
■
課
広
報
統
計
係
（
豊
⑫
了
2
1
『
1
内
線
2
2
1
3
）

り発足はいつですか
昭和53年12月です　9ノ＼でスタート

，PRをどうぞ

　現在、メンバーは31ノ＼　県スキー連盟が発足し

たとさの加尺条件が団体でということだ一）たのて、

丈i3とい．う形て日rrqに作．．）たん．ごす．それまでは、

県内に同好会があ一）て、国体にも出ていました，

　こ†．／までは1〔｝年来の．メンノ＼一で、ほとんどかわ

りばえがしなかったんで寸が、此ケ瀬にスキー場

がオーブンするのを機会に会員を募果したところ、

8八の加入がありました．．

　会員の中には／0国体哩手が2ノ＼いま寸が、ほと

んどは愛好者ご、　．向の銀世界を見ると日常生活

の煩わしさや、仕劇のことは一5べて忘れるかF）ス

†一が大好さとい．う者ばかりです．1止ケ瀬にス．キ．

一場がでさるまては、、ら取県の大山や広1∴～県の芸

北まで1〔峙間以Eもかけ⊂flっていましたので、

その　でも近くにスキー場があるというのはすば

らしいですね＝みなさんも諸にスキーに行って
みま廿んか現地にhくよでの写道の走り与とか、

最先端の．スキーフ♪ハソシ」ン、もちろん滑り方も

お教えします．、特に、糸i験者〔1・2級、1聖旨な

どの資格所持者〕のかたは、ぜひご達密ください．

　達密は斎藤歯科〔實52－2922、夜52　1942）へ．

広報昌ﾐゆδ

「藍
域

w．「

傷
．
、

都

《64》

亜
下町の石敷道路

文化財鰍、て⑦臨冶わせは市穀会籔育課（醜齪424）へ

　
美
々
津
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
に
は
九
〇
棟
ウ
」
超
す
占
い

建
物
が
残
っ
て
お
り
、
道
路
や
敷
地

割
も
江
戸
～
明
治
時
代
の
様
f
を
と

ど
め
て
い
ま
す
．

　
ま
た
所
ど
こ
ろ
に
残
る
石
積
み
の

土
塀
や
祠
、
そ
れ
に
町
並
の
背
後
に

広
が
る
樹
林
帯
も
歴
史
的
な
雰
囲
一
八

を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
が
、
白
川
の

河
口
に
接
す
る
下
町
通
り
の
一
部
に

は
、
俗
に
石
畳
と
呼
ば
れ
る
石
敷
の

道
路
も
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
石
敷
道
路
は
幅
「
・
五
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
も
の
で
、
直
径
．
二
〇
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
余
り
の
自
然
石
を
敷
い

て
い
ま
す
が
、
び
っ
し
り
と
敷
き
詰

め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
け
っ
こ

う
空
き
間
が
あ
い
て
い
ま
す

　
そ
れ
と
．
石
を
じ
・
く
り
観
察
し
て

み
る
と
、
尾
鈴
山
系
の
石
英
斑
特
や

か
こ
う

花
商
斑
岩
に
加
え
て
チ
ャ
ー
ト
な
ど

　
か
せ
い

の
火
成
岩
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ

ら
は
耳
川
の
河
口
や
海
岸
か
ら
拾
っ

て
来
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
た
だ
、
空
き
問
が
あ
る
と
は
い
っ
て

も
決
し
て
無
雑
作
に
置
か
れ
た
だ
け

の
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
な
り
に
形

や
面
を
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

　
川
や
浜
辺
の
石
の
中
か
ら
適
当
な

物
を
選
ん
で
現
場
に
運
び
．
そ
れ
ら

を
巧
み
に
並
べ
て
行
く
一
連
の
作
業

は
、
大
変
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

　
そ
こ
で
次
に
、
二
の
．
石
敷
道
路
が

つ
く
ら
れ
た
時
期
を
考
え
て
み
た
い

と
田
心
い
ま
す
　
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
に
選
定
さ
れ
て
い
る
立
縫
目
と
周

辺
の
道
路
は
、
江
戸
時
代
の
絵
図
に

も
描
か
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
下

町
の
道
筋
は
後
に
付
け
替
え
が
行
わ

れ
た
ら
し
く
、
現
在
の
状
況
と
は
異

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
付
け
替
え
が
実
施
さ
れ
た
時

期
は
判
断
し
に
く
い
の
で
す
が
、
そ

う
占
い
頃
の
話
で
は
な
い
と
考
え
た

ほ
う
が
無
難
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
道
筋
で
最
も
古
い
家
が
明
治

時
代
初
頭
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
そ
の
頃
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

I
I
．
』
ー
ー

　
　
　
　
　
　
r

下
町
の
石
敷
道
路

卜、
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献血δ心の贈06の

2月のスケジュール

6日㈱日向保健所9：佃～11：20

　　　　日向衛生公社11＝45～13；00

6日休｝　日向保健所、成分献血　9：㈹～16＝oo

15日働日　向　高　校10：00～15：00

　　　　　　　　　　　　　　　　コ12月中の交通事故〈日向市分〉．．隈制蛤

　発　生　死　亡　負傷者　物損事故
　22f牛　　　　0　　　　25　　　　159件

　（＋9）　　　　（一　1　）　　（一ト11＞　　　（一ト22）

　　　　　　　　高齢者を重点においた交
　亨通穿努葛舞曾P・霊願天引

　　　　　　　　通安全村策の一環として
　　　　　　　　121】6｝i、・桝1央公民館1

　　　　　　　　に4Dけ人が参加して一高齢

　　　　　　　　者による交通安全の主張
　　　　　　　　大会」カボ「珊力・才L、市F勺各∫也

　　　　　　　　域からli人がそれぞれの

　　　　　　　　アーマて発表しました．

　　　　　　　　　　　　一

ふおとにゅ一す

　　駅前広場にガス灯と噴水像レ
　市は、南国・日向にふさわしい明
るいイメーシにしょうと、駅前広場
の烙備工事1こ取り組んでいましたが、

昨年末完成．これに合わせこ、ガス
灯と噴水像が設置され、且2月24日午

後6時からガス灯の点灯式と三水像

　　　　　　　東1羊フロバン」毛
　　1：後藤秀一社長1から、噴水像
1母f．像〕は、タクシー協会日向支部

L町、都町商店会から嵜贈されたも
ので、式には．潜座長や後藤杜艮な

9

童謡嬬だより

お気軽にご相談ください

　あたたかな日で幕開けした平成3年、
みなさまそれぞれに、賦しい年の心づ

もりをたてられたことでしょう。

　さて、健康面から考えると、これか
ら春先にかけての3～4か月は、呼吸
器系統の病気がぐんと増える時期です。

空気自体が乾燥しているだけでなく、

部屋を閉めきっての暖房などでさらに
乾燥がすすみ、空気が汚れ、感染を起
こしやすくなります。

　また、杉花粉などのアレルゲンとな
る物質も多くなります。

　最近は、慢性気管支炎やその他の病
気から呼吸機能障害を起こし、日常生
活を大幅に制限せざるを得なくなって
いる人をよく聞きます。ひどい場合は、

自宅で酸素吸入を行わなければならな
かったりします。

　「ヵゼだから」などとあなどらず、

予防、治療にこころがけましょう。
①規則正しい生活やバランスのとれ
　た食事、休養などにより、健康な体
　づくりを行う。

②閉めきった部屋は、時々空気を入
　れ替える。

③外出から帰ったら、「うがい」、
　「手洗い」を励行する。

④「ヵゼだ」と思ったら、早く治す
　努力をする。

⑤年に一度は胸のX線を撮り、肺の
　チェックをし．てもらう。

　在宅酸素療法を行っておられるかた
への、定期的な訪問なども行っていま
すごお気軽にご相談ください。
　くわしくは健康管理課（壼内線2156・
2157）へ。

ほくたちも、火災予防につとめます。レ

　1月5日に、恒例の日向市消防lh
初式が行われましたが、これに参加
して化をそえたのが、日向保育園と
往還保育園の　幼年消防クラブiの
園児たち．

　往還保育園幼年消防クラブは、そ
ろいのハッヒを着こ拍．臼くをカチカ

チ打ちながら入場行進に参加．H岡
保育園の幼年消防クラフは、昨年IU
月にli本防火協会から贈られた鼓笛
隊セ・ソト．ごの初お目見えで、出席し

た消防団員や参観者から盛んな拍予
を受けていました

く伊豫市の子とも研修団のみなさん、
　ようこそ日向市へ
　本市と二塁1伝統地名Uli国司の同

メンバーである愛媛県画像市から、
同市内4小学校の代轟児童hl尺と引
率の先生3人の1gノ、が、121126日か

ら28目までの3目間4対∫を訪問し、

市内見≠や大11谷小学校での歓迎式
などて交歓交流を．深めました、
　本市からも、　8月に1尼譜代姦H人
が伊「象市を1みれ交歓していることも

あ）て、今回の同市デ．ども研“参団の
訪問で両市間の友↑r，寸のきサ．ながい，

そ．う深まり表した

☆広報ひゆうが1こ載った写真をさしあげま瓠前もって係までお電話を！

自
分
の
健
康
状
態
を

　
い
つ
も
つ
か
ん
で
お
く

　
脳
卒
中
や
心
臓
病
な
ど
の
循
環
器

系
の
病
気
は
、
　
　
度
か
か
る
と
治
り

に
く
い
も
の
で
す
が
、
日
常
の
食
事

や
運
動
な
ど
に
気
を
つ
け
る
こ
と
で

か
な
り
予
防
で
き
ま
す
。
か
か
っ
て

　
團
含
薗
臆

．
樗
ゑ
．
㊥
G
◎
智
δ
ρ

　
〈
児
童
向
け
V

▽
ム
ギ
と
王
さ
ま
▽
黒
ね
こ
の
王
子

カ
ー
ボ
ネ
ル
▽
の
う
さ
ぎ
村
の
ク
リ

ス
マ
ス
▽
み
ん
な
が
お
し
ゃ
べ
り
は

じ
め
る
ぞ
▽
「
お
引
越
し
」
▽
ト
、
シ
、

マ
、
サ
▽
だ
ん
ま
り
こ
お
ろ
ぎ
▽
こ

う
ば
し
い
日
々
▽
ク
シ
ュ
ラ
の
奇
跡

▽
ね
こ
が
い
っ
ぱ
い
I
I
－
．
1
ほ
か

　
（
一
般
向
け
V

▽
米
ソ
大
暴
落
（
目
高
義
樹
）
▽
夜

明
け
の
新
聞
の
匂
い
（
曾
野
綾
子
）

▽
水
域
（
椎
名
誠
）
▽
中
東
が
わ
か

開
館
時
問
H
平
ロ
が
午
前
9
時
半

か
ら
午
後
5
時
半
ま
で
。
土
・
日

は
午
前
1
0
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

休
館
日
門
毎
週
月
曜
日
と
毎
月
1

日
、
祝
B
も
。

る
本
〔
佐
々
木
良
昭
）
▽
う
ち
の
子

が
、
な
ぜ
一
・
（
佐
瀬
稔
）
▽
東
京
小

説
（
野
坂
昭
如
）
▽
雨
物
語
（
半
村

良
）
▽
人
生
っ
て
何
な
ん
だ
！
（
佐

藤
愛
子
）
▽
家
庭
を
お
も
し
ろ
く
す

る
法
〔
禍
事
）
▽
無
伴
奏
（
小
池
真

理
f
）
▽
影
絵
（
渡
辺
淳
一
）
▽
卜

津
川
警
部
の
困
惑
（
西
村
京
太
郎
）

▽
道
化
師
の
恋
（
金
井
美
恵
子
）
▽
タ

ブ
ー
〔
山
崎
洋
子
）
　
　
　
ほ
か

か
ら
よ
り
も
、
か
か
る
前
に
病
気
を

正
し
く
知
っ
て
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
ふ
だ
ん
健
康
に
自
信
を
お
も
ち
の

あ
な
た
も
、
こ
の
機
会
に
健
康
診
断

を
受
け
、
自
分
の
健
康
状
態
を
い
つ

も
つ
か
ん
で
お
く
　
　
こ
れ
が
成
人

病
予
防
の
第
一
歩
で
す
。

☆みなさんの身近な話題、ホットなニュースを係までお寄せください。 広報bゆδが
．シ．■脳弓　　 再r ．胸　　レ．

▲たかくたかく揚がれ、新しい年の希望
　をのせて
　1月6日、ク．リーンハークご．日向市民健康
ふれあい広場・新存たこあげ大会．が行われ、
研削P〔1人が．いろいろな形のたこを持ち寄一）c、

新春の大空にあげていました
　この日あけたたこは、E2月にrlf中央公民蝕主

催・日向ラシ．ユンクラ．ブ指口．ご作）たr作りの

たこ　あがりの悪いたこは同クラ．ブ員が調整し
こ、親ダ．で時間を忘れて熱中してい賀した

　噸，．西　　　　F

▲今年一年置無病息災を願って
　層r岩のノ亡市親f．会．森川反・ド・会長、洲へ．とll所親f．会．rl胃橋和範会長、

3エ〕尺トの合i司と．Aと．焼さが111151｝にお倉り浜ご〒Ilうn、馬蝉jr．会の会ll

やOB、地〆亡牡年会、1く熊など川げ、が参1∫11LよL．．た

　どんど焼さのやく．ド｝は、親がカヤやFli．竹を切）て紺みしI．fた高さ約1〔1メ

ート，しの大さいもの．ご、11‘に家からも〕こ来た門松い飾り才勿などを．入れ⊂、

6年生が火を．）けると・kは勢いよく鍬え1．．が「，，参1川耗．は火を．取り囲ん．ご

争年．・年の無病息疲をドlb〔いました

　また、お母さんたちが朝かド）温かいぞうにを作）⊂鍬ろ厩）〔い即した

　　　　★連絡先／市企画課・広報統計係奮52－2111内線2213

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

　
　
　
ぞ
ン

二・「「．、．

■
成
人
病
罪
防
週
圃
／
2
月
1
日
～
7
日

か
か
っ
て
か
ら
よ
り

か
か
る
前
に
病
気
を
正
し
く
知
ろ
う

　
日
ム
ー
は
、
　
い
ま
や
世
界
有
数
の
長

寿
国
と
な
り
ま
し
た
．
、
し
か
し
そ
の

　
与
で
、
〃
ん
、
心
臓
病
、
脳
h
竿
中

な
ど
の
い
わ
ゆ
る
成
人
病
で
亡
く
な

る
尺
が
年
〃
・
増
え
て
い
圭
す
．

　
昭
和
六
卜
．
．
　
年
の
一
、
人
口
豊
能
心
統

計
」
〔
厚
生
省
い
に
よ
る
レ
　
、
全
死
亡

者
の
約
六
．
．
％
、
つ
ま
り
灯
へ
の
う

ち
約
六
卜
．
．
へ
が
成
人
病
で
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
．
家
庭
で
は
　
家
の
柱
、

職
場
で
は
働
き
盛
り
の
年
齢
層
を
襲

う
と
こ
ろ
に
、
成
人
病
の
怖
さ
が
あ

り
圭
す
．
壮
年
期
〔
四
卜
～
六
夢
唄

歳
〕
に
、
病
気
で
亡
く
な
っ
た
人
の

．
．
．
大
成
虚
病
の
割
合
を
み
ま
す
と
、

が
ん
が
四
◎
ニ
へ
％
、
心
臓
病
が
　

四
％
、
脳
膚
雫
中
が
．
　
・
六
％
と
、

特
に
が
ん
に
よ
る
死
亡
者
の
多
い
の

が
特
徴
で
す
．
．

　
が
ん
の
中
で
も
肺
が
ん
、
乳
が
ん

が
増
え
て
い
ま
す
が
．
　
い
ま
の
と
こ

‘
最
も
多
い
の
が
胃
が
ん
で
す
。
と

こ
ろ
が
、
将
来
の
予
測
で
は
、
一
．
干

年
ご
ろ
ま
で
に
は
．
男
腔
で
は
、
胃

が
ん
と
入
れ
替
わ
っ
て
肺
が
ん
が
最

も
多
く
な
り
，
女
性
で
は
、
胃
が
ん

と
入
れ
替
わ
り
乳
が
ん
が
第
　
位
に
．

次
い
で
肺
が
ん
が
続
く
と
の
予
想
も

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
「
一
一
次
予
防
」
が

　
　
　
最
も
有
力
な
手
段

9

　
が
ん
を
制
圧
す
る
た
め
に
は
、
が

ん
の
発
生
を
防
ぐ
「
．
次
予
防
に
が

重
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
．
、
」
か
し
、
が
ん
の
発
生

原
因
が
い
ま
だ
ト
分
解
明
さ
れ
て
い

な
い
現
畠
仕
，
娃
朱
…
国
検
啄
呼
な
ど
に
ト
ひ
る

早
期
発
見
・
見
－
…
制
リ
浦
ゆ
僚
シ
一
い
う
、
　
い

わ
ゆ
る
「
．
一
次
．
了
防
」
が
最
も
有
わ

な
手
段
レ
一
な
り
ま
す

　
圭
た
、
が
ん
レ
　
並
ん
で
心
臓
病
や

脳
」
竿
中
な
ビ
、
循
環
器
疾
患
に
よ
り

’
、
亡
く
な
る
尺
も
依
然
と
一
し
て
多
．
く
、

年
齢
が
高
一
な
れ
ば
な
る
は
ど
妃
亡

率
も
高
く
な
っ
て
い
圭
す
、

　
脳
卒
中
や
心
臓
病
に
な
ら
な
い
た

め
に
は
、
高
血
圧
や
動
脈
硬
化
を
防

ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
．
こ
れ
ら
は
、

日
ご
ろ
の
生
活
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
予
臨
助
が
で
き
ま
す
旧
、
例
え
ば
、
肥

満
を
防
ぎ
減
塩
や
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

を
保
つ
な
ど
、
食
生
活
の
改
差
口
に
努

め
る
こ
と
で
す
．
、
さ
ら
に
、
適
当
な

運
動
を
日
常
生
活
の
中
に
取
り
入
れ

て
い
く
よ
う
、
心
が
け
ま
し
ょ
う
．
．

　
ま
た
、
血
圧
が
高
い
状
態
が
続
く

と
　
こ
れ
ら
の
病
気
が
起
こ
り
や
す

く
な
り
ま
す
．
血
圧
は
気
温
や
運
動

量
、
精
神
的
ス
ト
レ
ス
な
ど
で
変
わ

り
や
す
く
、
　
　
回
の
測
定
で
は
「
高

血
圧
」
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

機
会
を
み
て
血
圧
を
測
り
、
変
化
を

つ
か
ん
で
お
き
ま
し
ょ
う
。

8



広報‘｢Φうが

市民の声ホストにっ」＝

枢。声εラi這・＝反賦鍔

　一＝略ヂニErび
ザゆぼロ　　　　　　　　　ド

誼騨・灘譜一
鯉蜂賢ぜ王層

　　｝｝

いさだく用利げ」

　
市
は
，
市
政
に
対
す
る
み
な
さ

ん
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
伺
う
た

め
、
市
民
の
声
ポ
ス
ト
を
庁
舎
玄

関
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
」
鷹
．
．
蓋
■
匿

　日　≒　火水不金2寧口占掌一

島総量罷
　17　　18　 竃9　 20　 21　　22

　24　　25　　26　　2ア　　28　　寧

土

2

9

16：

23，

（
許

や
爵

お互のが人権守っτ住みよ月まちに

（
ぐ
七
苧

塾

’

一
ワ

還暦式にこ参加を
’　　　　　2月24日／中央公民館

　巾は、条年量暦を迎えるかたを祝い

励ます1量暦式を、2月24日ブゾト前9

時和分から、中央公民館てfjい圭す

　1月21日現れて臼民票に登録さ赴て

いるかたには、教育委ll会から召復ハ

カキてこ案内しますか、登録していな

いかたて参1川を希望されるかたは．2

月12目まてに　郵便ハカキーに住所、

氏名，’【年月日、電。［「番号を」1己入して

申し込んでくたさい

対　　象6昭和5年4月21iから昭和

　　　　6年1月1日まてに「t圭れ

　　　　たかた
内　　容■開会ll事、式典、、；己．念講、申

　　　　演題　1漸戦からを嫡いて1．

　　　　きるために
　　　　闘レ蒔rirlr　　：　　 子1＿　≦こ 密　「1」1　峯1ト　…」、　 ノ＼　　　 一　トr㌃　［嚢1

　　　　理‘1ト正く　宮内II㌢　先’【．

申し込み・問い合わせ■rlf社会教育rl果

君主裸2↓221

　LF成3年度にrbか発注する建設工嚢、

業務委託、物品購入などの指名競争入

杭または見積もり合わせに参加したい　．

かたは「参加資格審査申。青書」を提出　，

してくださ巴要領はつぎのとおll　i

対象　　　　　　i
建設工事■．L木、建築、舗装、水道1管）、　i

　　　　塗装、電気、造園、板金、機械　i

　　　　器具設置、内装なと　　　　1

業務委託■測鼠、設計、補償、調査、警備、i

　　　　清掃運搬各種メンテナンi．
　　　　・など．　　　　i：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　完納51i明井◎法人組織の

　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　場合法人登記簿謄本　⑥技

　　　　　　　　　　　　　　ダ　　　　　術者経歴書

塵弛蕊薫隔月’細説1欝．究
・・年度の入札参加は心 D沸。付期。：1醗離ll膿㌻、

　　　　　　　　　　　　　　　　申請書はrl∫契約管理課に直接持参して

　　　　　　　　　　　　　　　　くたさい．詳しくは同一「倉内線2262〕

　　　　　　　　　　　　　　　　へ

’91暮らしを見直す消費生活展

　2月16・17日／アスティ日向牛屋3階

　毎回好。4旧いただいてし・るイヘント
てす．今回も、多くの消費者・婦ノ、団

体なとの参加をいただいて開催します
　消費者、省資源、環境、健康なとの
問題について見つめ直してみましょう、
　2目間、それぞれ先衙1眠，人のかた

にコンヒかりを無判てクレセント
　また、16日には、人権・ff政相1談も

石います、

　
［

　
　
　
1

虚言11金■新規の場合のみ10万円

申し込み・問い合わせ■市下水道課1容
1勺糸泉2623）

●所有者のかたは連絡を

11

物品購入■事務用品、電化製品、記念品、1

　　　　被服泊動軋カメラ、家具、1
　　　　看板、建具など、　　　　　　…

　申請書の様式と添付書類　　　　　　…

建設工事■建設省の統・様式［下向地　．

　　　　区建設業協会にあります）　：

　　　巡回交通事故相談
■1月31日〔木）。2月28卜1〔ノド）　1〔｝：30－14：30

■市中央公民館

　　　　の申請書のほかに①建設業

　　　　ll午可。正明壽の写し　2L事

　　　　経歴書　③経営事項審査申

　　　　請書の写し　④市税完納。止

　　　　日月書　　1⑤建設業退職金共‘斉

　　　　制度または中小企業退職金

　　　　共‘斉制度加入証書の写し

　　　　⑤法人組織の場合法人登記

　　　　簿謄本　⑦技術者経歴「辱

業務委託■漣設省の続・様式／県の測

　　　　照業協会にあります〕のは

　　　　かに①各業種の許可、1亘の写

　　　　L　②測琶等実績調書　③

　　　　経営規模等総括表　ぼ市税

●更新手続き受け付けます

　公共F水道排水設備指定τ縛挙店の史

新・新規登録をつきのとおり受け付け
ます、

期　1用■2月1日から2月28日まて

資　格■①市内に本店および営業所の

　　　ある工事店　②市公共下水｝重

　　　排水設備責仔技術者のいる1

　　　事店　③市税などを完納して

　　　いる［嘩ト店　④そのほか市長

　　　が必要と認める条イ牛を備之て

　　　いるr劇店
丁・数零卜■更享斤1こし5．0001【1｝「斤｝見力・1　1∫1【］

　r行は、亀崎L地区画整理事業のため、

ド記地内の墳墓を移転改葬する計画を

していますが、所有者不明の昏蒙かあ

ります．お心あたりのかたは、2月28日

までに巾の都rb註画課までご連絡くだ

さい

　なお、申し出かないときは、無縁墳

墓として合葬し正すのであわせてお知

らせします

■墓地所でt地

【Uごljrljノく’｝：［1紅1屋’｝二越ン　 11，608拝卜｝也

　　　μ　　　　　　’｝二そ妾F申　　12．490番土也

　　　”　　　　　　’｝：大L谷＝12，068番土也

■連絡先

達都市μf画課　麿内貸泉2614｝

●2112に振り込みます

　　　　　　　一　一児童手当
　児再三当を受けているかたへ、振り

込みのおしらせてす
2月支辛r≧ラ♪　2臼10ナ1ノレ・ら3歪「1目つノ

まて｝を2月12日にみなさんの預金口

座に振り込みます

　くわしくは、市隔制賢島所　丘［勺線

2164｝へ、

●加入していまずか

　昭和63年4月から、法ノ＼事業11斤はす

べて、健康保険と厚生年金保険の加入

か義務づけられています

　延岡社会保険駐傍所ては、新しく加

入される盛業主のみなさんのために、

毎月定期的に説明会を行っています
　くわし　く　は延岡きし会f呆険事矛芳戸斤　〔含

0982－21－54241まで、

欝・
レ市政ニュース・行事は市鷹テレホンサービス砦5匿一⑳◎◎へ

●市役所の代表電話番号は52－2111番です

1

●最低賃金改正される

　「宮山奇県ま也土或別」茸之f1凡賃金」　1乏ぴ　［ぎ｛

崎県肉製品・乳製品製造業最低賃金」

ほか4件の産業別最低i覧余が、すべて

改止されることになりました．

　このうち「宮崎県最：低賃金一　は、目

額3，737円、時間額468円です，

　臨時、パート、アルバイトなビを含

めて、労働者を1人でも雇っている優

用者は、最低賃金以しの賃金を支払わ

なければなりません

　くわしくは宮崎労働基準局（倉0985

一・ Q4－2205）　または延1朔労f動基」佳監督

署（廿0982－34－3331）へ、

●今年は「供託制度百周年」

　供託制度は、日常生活における私的

紛争の解決方法のつとして広く国民

の聞て利用されています

　供託には弁済供託、差押え・仮処分

なとの担保供託、営業保証供託、選挙

供託、執行供託などいろいろあります、

　くわしくは宮崎地万法務局延岡支局
（冒0982一・33－2179〕へ、

関聯
・翻難
所イL地■東京都r代田区几段南4の

　　　　8の21f1慶03－3263－50681

らヌ集ノ＼三i■50ノ＼　〔　1　≒こ2　ノ、1

入寮貰聞■2fl一間141∫1日から3月

　　　　31目まて〕
劣ξ　　　ぜセ■弄」客頁1　万4，420F」

施　　設■学習室、学生用食堂、娯楽

　　　　≒こ完備
翁膏ダ）［刀り■2月28日

申し込み・問い合わせ■県学伎教育深
　容〔｝985一．26－　7237〕

　　　　のかた　たたし、1議員

　　　　②校長・教員を除く常勤の

　　　　公務貝　：新1－政相口回法に

　　　　皇る行政相。剣1は応募てき

　　　　ません
申し込み■県教育委員会総務課
　　　　｝：f山奇liゴ雫商」｛亘蘇ミ1　9－1し〕

　　　　1含0985一．26一一7234〕

轟宇｝ダ）UJり■2月4日　〔｛肖r「1イf交ノJ）

●航空機に愛称を

　第卜管区海L保安本部では、鹿児島
舟死恥基士也と」書評見研｝　「おおすみ」　に酉己物

した航空機の愛称を募集しています
し古募方法■はカ｛きに愛程「；名、f亡卜幹、氏二

　　　　名、年齢、電話番号を記入

　　　　して応募
締め切「）■2月10目〔二目消r［】有効）

応募と問い合わせ■⑰9麗鹿児島市城

南町23－7　　第十管区海．i二保安本部

愛称係　1倉0992－23－22911

●平成3年度教育改革モニター

　芝剖1省は教育己〔革1二関する1渚施策ノ）

立案・検諒・！し体化に1寿｝央させるため

・二’）き；二よりモニターをらヌ讐‘し圭一ポ

仕　　 喉■丸鋸省から依頼書一るテーマ

　　　　について，「IIll辺、地域1家

　　　　庭、近隣、勤務完等）の人
　　　　をの、Olと等も聞いて、モニ

　　　　ター一としてソ〕，巻，レ己等・をまと

　　　　め之酷て提出
しじ募資格■教育改’｝’1について関，已・かあ

　　　　リ，モニターとして什∵拝に

　　　　熱1急を持，ている20歳Lユ1

広報ひゆう1ガ

●障害者職業訓練生

募集内容■園芸科10ノ、、電IP機器科20

　　　　ノ＼、汀裁科10人、、冨農科10

　　　　ノ＼　
、　　　　蔭昆　 月二毛　　 o　　l・rj　婿lj　手；｝　1　（〕　 ノ＼　■　　　義

　　　　肢・装具科10へ、経理‘1￥務科

　　　　30ノ＼　1し、す．アし　も　1君なユL、γ：1

、JII練期間■1年置4月入校311終D

応募手続■日向公期蔵業安定所を通じ

　　　　て応募　蔭1｝類は職業安定［リテ

　　　　にあります）
締め切Jり■2　月28日

「一＝＝　一一＝『　　　　　一
1　　　・開

　　，
　■■■　．．
　o　　●●

L

親子映写会
①（】じわδεつわうンボー

　（アニメーション15分）

②δ1δtけ明日への瞳
　（劇映画51分）

主催■市教育委員会
と　き■2月20日卿　19：00～

ところ8市中央公民館視聴覚室
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．
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．

　
　
レ
⑳
レ
ー
ダ
ー

　
　
　
正
し
く
使
お
う

二
重
缶
エ
ア
ゾ
ー
ル

ガ
ス
な
ど
の
噴
射
剤
が
混
じ
り
合
わ

な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
内
容
物
の
使
用
中
は
噴
射
剤

が
放
出
さ
れ
ず
、
内
容
物
を
使
い
切
っ

た
後
も
．
缶
内
に
ヴ
ス
が
残
り
ま
す
。

そ
の
ま
ま
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て
る
と
、

爆
発
事
故
を
起
こ
す
恐
れ
が
あ
り
ま

す
の
で
、
内
容
物
の
使
用
後
、
缶
内

の
ガ
ス
を
放
出
し
て
か
ら
捨
て
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世帯数　19，253世帯　（十23）

人口58，537人（十108〕

男

女

27．450人　（十41＞

ほけん　　σ著

31．087　入　　　 （十67＞

納税メモ（2月）

国民健康保険税 8期

市県民税の申告は5日から3月15日

までです。

　　　　　　　　　　　　　　　　’），
　　　　●乳幼児の健康診査

　　　　　　　　　　　　　　　　甲
＿　　　3か月児
　　　日　時■2月8日、22目13：｛｝0～14：00

　　　場　　所■日向保健所　　　（實52－5101）

　　　対　象■平成2年11月生まれ

　　　　7か月児
　　　U　　β寺■2｝】15日　　　　　13：00～14：00

　　　場　所●日向保健所　　（倉52－5101）

　　　対　象■平成2年7月生まれ

　　　　1歳児

冬の星空を見る会

　　　」
昨年5月に行われた
「春の星を見る会」

　オリオン、ペガサスに代表される冬の星たち。

星空は一年中で一番美しく輝ぎ、その神秘さは限
りないロマンを語ってくれます。みんなでいっし
ょにのぞいてみませんか。
　　き■2月9日土　18130～20：00

　　　雨・曇天のときは、2月16日
ところ■日向岬ク．リーンバーク

対象者■親子、一般市民等50人程度
※「ｼ．記用具を持って来てください、

た体望遠鏡や星図を生ト，ているかたはご持参くだ
魂㌧L．

　寒さが厳しいおりで．す　　各「1て．．防寒対策を　暖

かい飲み物は用意します、
申し込．み・問いで回りせ■市ll映公民館
1實53－6867b

目本の伝統芸

華やかな水芸の世界
2月5日．火　18：00開場盲8：30開演

会場：日向市文化交流センター
日向文化振興事業団・日向門，IIみやこ劇場共催’

〈第7回〉

　日向市黒化講演会
　　　3月19日／文化交流センター

講師il二げ転本義　．さん蓬．おキ召きして1間きま弓．

（わし（は、次号で

▼

■
●

」

●

EI　β寺圏2月5日　　　 13：00～14：00

場　所■市民健康管理折．（君内線2156）

対　象■平成2年1月生まれ

　1歳6か月児
Ll　時■2月21日　　13：00～14：00

場　所■市民健康管理新〔君内線2156）

対　象■平成元年7月生まれ

　3歳児
日　時■2月1日　　13：00～14100

場　所■市民健康管理計（冒内線2156）

対　象■昭和63年1月生まれ

　※時間はいずれも受付の時間です．

　　．母．r健康手帳も忘れずに！

　●2月の休日在宅医
3日■三ケ尻医院（整形外科君52－5557）

　　　立田医院（産婦入二君53－7788）

　　　松岡医院〔内科君52－5407）　沼

　　　田医院（皮・泌尿器科容52－3785）

10日■浦上医院（内・外・胃腸郵｝容52－

　　　2936＞　［ll口医院（耳鼻・咽喉

　　　千皇典52－2203）　　　魚交冨ゐ4肉院（粕青伸・

　　　内科君54－6801）

11日■黒木医院（内科雪52一一6055）　稲

　　　原眼科（宕52－2209＞　山ノO［匁院

　　　〔小児科君53－6066）

17日■甲斐医院（外科容53－5000）児

　　　玉医院（小児科費52－2530＞安

　　　音Bl中院（1勾手斗費53－4788）

24日■和田病院（内・外・放・脳外科

　　　君52－0011）　佐藤医院〔内・小

　　　児科8152－3324）　滝井病院（内・

　　　精神科君52－2409／出中眼科〔君

　　　52－4009）

※当番医がかわる場合があります．

　テレホンサービス（麿53－1214＞
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■愛のご寄付徹称略）

　社会福祉協議会へ（香典返し）

〉松木俊．一〔：広見）〉椎葉和博〔亀崎

．東）レ山本．昇〔奥野）〉原隆祐（日向

台｝〉黒木政徳1：江良心小崎．千〔新

財rlのじ〉池田忠〔【lf田田D＞甲斐葉r．

（鶴町）〉黒木朝美〔奥野）〉是沢文f・
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〔横浜市）〔〉椎葉正憲（松原）じ〉海野ll：

〔中村））・梶井恵．．f（延岡rlD＞黒木大

こ郎（中堀町）

今月の表紙

　人生の大きな

節目となる2【〕歳，

争年市内で新成

人となったク）は
チ｝」I」髭252ノ＼、．女・」湘1

358ノ＼ク）訓．6μ1ノ＼，

新成人を代表し

て芋尾公孝さんと村田知美さんが成人
1鵡聾｝二を受け、焦1、木栄二さんと甲斐登美

さんか誓いのことばを述べました．
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◆二月気分か．抜けきら4身171咋前9時

ロ本旧与慣1．噛四二界中ク．，llをくきf．バナに

した． p岸戦争に突入一プ．｝二．．、．．．ス

へか死に，自然環境に甚だな被害をも

たらす戦争は，．・刻もIII．く終結してほ

しいものてす　　　　　　　　　　N
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	市政４０周年を迎えて飛躍の年に―日向市長三樹博
	総合計画の策定とその実現へ向けての年―日向市議会議長是澤芳男
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	たかくたかく揚がれ、新しい年の希望をのせて

	駅前広場にガス灯と噴水像
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	ぼくたちも、火災予防につとめます


